






 

 DMP 症の肺機能は、病状の進展とともに進行する VC、MVV の低下を主体とし

た慢性進行性の拘束性換気障害であり、VC の低下が著しくなると PaO2 の低下

とともに PaCO2 が上昇することは各報告がみられる。一方 DMP 症の肺機能を呼

吸不全の観点から筆者を含め川島、菅野、村上らにより換気機能を血液ガスの

面から検討し呼吸管理の重要性を強調し、又武部らにより乳酸、ピルビン酸の

代謝と肺機能との関連を検討するなど、その他各報告がみられるが総合的な報

告は少なく全国的なネットを利用した共同研究の必要性が認められ、昭和 52

年班会議に提案・理事会の承認を得たので、共同研究の準備をかね、参加施設

を募るとともに、DMP 症呼吸不全についてアンケートを全施設に行山 20 施設の

回答をえたので集計の結果について報告する。 


